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2025年５月期（第47期）決算のポイント

■連結

 売上高５７７億１百万円（前期比１０２.０％、計画比９７.０％）
残暑や寒暖差に合わせた売場づくり、客単価上昇で増収
夏物・晩夏物は気温の高い日が続き販売好調
秋冬物は概ね順調に推移、春物・初夏物は気温が上がらず低調
雑貨は気温の影響に左右されず通期を通して好調

 売上総利益３４１億５０百万円（前期比１００.２％）
売上総利益率５９.２％（前期比▲１.１％ｐ）
商品消化を進めたほか、原価上昇の影響もあって低下

 販管費２８２億４４百万円（前期比１０４.１％）
主に人件費（給与）、店舗費（店舗使用料、広告費）、
変動費（配送費、販売手数料）で増加

 営業利益５９億６百万円（前期比８４.７％）

 経常利益５９億８９百万円（前期比８２.３％）

 親会社株主に帰属する当期純利益３７億３２百万円（前期比７６.５％）

＜2025年５月期（第47期）決算のポイント＞

第47期決算のポイントについてご説明申し上げます。

まず、連結売上高の状況です。

気温に合わせた売場づくりやEC事業の伸長、客単価の上昇もあって、

前期比102.0％の577億１百万円と増収となりました。

売上総利益は、前期比100.2％の341億50百万円と増益となったものの、

商品の消化促進や原価上昇の影響もあり、売上総利益率は低下し、

前期比1.1ポイントマイナスの59.2％となりました。

販管費は、前期比104.1％の282億44百万円と増加しました。

以上の結果、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は、

前期比で減益となりました。
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2025年５月期（第47期）決算のポイント

■ミャンマー事業

 商品の安定生産、安定供給
生地・副資材など原材料の集約、工場閑散期の活用でコスト上昇を抑制

 製造原価への影響
人件費、燃料費の高騰

 第３工場
採用・育成は順調、早期のフル稼働を目指す

（2024年５月末：４,５４８名 → 2025年５月末：５,３３５名）

■ＥＣ事業

 売上高７０億９百万円（前期比１１４.３％、計画比９７.４％）
ＥＣ化率は１２.１％（前年比＋１.３％ｐ）
ＥＣ限定商品、キャラクター商品など販売好調
引き続き自社ＥＣサイトのパフォーマンス、ユーザビリティ向上に注力
ＭＡツール、ＷＥＢ広告、ＳＮＳ等を活用し積極的に販促活動を展開

＜2025年５月期（第47期）決算のポイント＞

続いてEC事業です。

売上高は前期比114.3％の70億９百万円と伸長し、

EC化率は前期10.8％から1.3ポイント上昇して12.1％となりました。

自社ECサイトは、EC売上高の約６割を占め、

事業の成長を引き続き牽引しております。

また、「店舗受取」の利用も順調に推移しました。

ミャンマー事業につきましては、

引き続き、安定的な生産と商品供給を行ったほか、

第３工場の早期のフル稼働へ向けて取り組みました。

従業員数も５月末時点で5,335名と採用を進めております。
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損益計算書（連結）
（単位：百万円）

計画比

56,571 100.0% 103.1% 57,701 100.0% 102.0% 59,500 97.0%

34,090 60.3% 102.0% 34,150 59.2% 100.2% 35,600 95.9%

27,119 48.0% 105.3% 28,244 49.0% 104.1% 28,200 100.2%

う ち 人 件 費 11,481 20.3% 106.8% 11,705 20.3% 102.0% - -

う ち 店 舗 費 10,860 19.2% 102.5% 11,237 19.5% 103.5% - -

6,970 12.3% 90.9% 5,906 10.2% 84.7% 7,400 79.8%

310 0.6% 88.7% 83 0.2% 26.8% - -

う ち 為 替 差 損 益 143 0.3% 71.1% 6 0.0% 4.5% - -

7,281 12.9% 90.8% 5,989 10.4% 82.3% 7,500 79.9%

▲155 ▲0.3% -% ▲326 ▲0.6% -% - -

4,876 8.6% 91.4% 3,732 6.5% 76.5% 4,900 76.2%

売 上 高

売 上 総 利 益

営 業 利 益

親会 社 株主 に帰 属する
当 期 純 利 益

営 業 外 損 益

販 管 費

経 常 利 益

特 別 損 益

見通し(1/8発表)
前期比 前期比

24/5 25/5

売上比 売上比

(注) 特別損失として、固定資産除却損１０３百万円・減損損失２２４百万円等、 計３２８百万円を計上しております。

※ 2025年５月期年間配当につきましては、1株当たり５５円【中間配当２５円、期末配当３０円(予定)】となっております。

＜損益計算書（連結）＞

連結損益計算書の概要は、ご覧のとおりです。

前期比で増収減益となりました。

売上高は、前期比102.0％の増収となりました。

売上総利益は、売上高の増加により増加しました。

売上総利益率は、商品の消化促進を図ったことや、

原価上昇の影響もあって

前期比1.1ポイントマイナスの59.2％となりました。

販管費については、後ほどご説明いたします。

営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、

前期比で減益となりました。
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損益計算書(日本セクター)

56,571 100.0% 103.1% 57,701 100.0% 102.0%

34,182 60.4% 103.0% 34,189 59.3% 100.0%

27,019 47.7% 105.2% 28,151 48.8% 104.2%

う ち 人 件 費 11,420 20.2% 106.8% 11,645 20.2% 102.0%

う ち 店 舗 費 10,858 19.2% 102.5% 11,236 19.5% 103.5%

7,162 12.7% 95.4% 6,037 10.5% 84.3%

1 0.0% 4.2% 39 0.0% 2714.8%

う ち 為 替 差 損 益 ▲127 ▲0.2% -% ▲7 ▲0.0% -%

7,163 12.7% 94.9% 6,077 10.5% 84.8%

▲155 ▲0.3% -% ▲328 ▲0.5% -%

4,650 8.2% 93.8% 3,825 6.6% 82.3%

前期比 前期比

24/5 25/5
売上比 売上比

売 上 高

売 上 総 利 益

営 業 利 益

当 期 純 利 益

営 業 外 損 益

販 管 費

経 常 利 益

特 別 損 益

(注) 特別損失として、固定資産除却損１０３百万円・減損損失２２４百万円等、計３２８百万円を計上しております。

（単位：百万円）

＜損益計算書（日本セクター）＞

日本セクターの損益計算書の概要は、ご覧のとおりです。

日本セクターの売上高は、前期比102.0％、

既存店売上高は、前期比101.5％となりました。
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収益認識影響額

売 上 高 56,571 312 56,258 57,701 ▲45 57,746 1,487 102.6%

売 上 総 利 益 34,090 312 33,777 34,150 ▲45 34,195 418 101.2%

売上総利益率 60.3% - 60.0% 59.2% - 59.2% ▲0.8p -

販 管 費 27,119 ▲202 27,321 28,244 ▲215 28,459 1,138 104.2%

営 業 利 益 6,970 514 6,455 5,906 170 5,735 ▲719 88.8%

経 常 利 益 7,281 514 6,766 5,989 170 5,819 ▲947 86.0%

24/5
影響額 影響額

25/5
影響除く 影響除く 前期差 前期比

（単位：百万円）

＜収益認識影響額＞

収益認識に関する会計基準等の適用にかかる影響額は、ご覧のとおりです。

売上高及び売上総利益への影響としましては、

前期は３億12百万円の増収要因、

今期は45百万円の減収要因となりました。

販管費（広告宣伝費）への影響としましては、

前期は２億２百万円の減少要因、

今期は２億15百万円の減少要因となりました。

以上の結果、

営業利益及び経常利益への影響額としましては、

前期は５億14百万円の増益要因、

今期は１億70百万円の増益要因となりました。

当社が販売時に付与するポイントを収益認識し、その収益の計上を繰り延べております。

繰り延べた収益は、

貸借対照表の契約負債に（当期期首）３億46百万円計上しており、

2025年５月末時点で１億28百万円となっております。
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１Ｑ ２Ｑ ３Ｑ ４Ｑ
（6～8月） （9～11月） （12～2月） （3～5月）

売 上 高 14,308 15,180 11,979 16,233 57,701

（前年比） （109.9%） （104.3%） （98.4%） （96.5%） （102.0%）

（年間売上構成比） （24.8%） （26.3%） （20.8%） （28.1%） （100.0%）

売上総利益 8,176 9,172 6,775 10,026 34,150

（前年比） （100.6%） （104.3%） （97.8%） （97.9%） （100.2%）

（売上総利益率） （57.1%） （60.4%） （56.6%） （61.8%） （59.2%）

営 業 利 益 1,233 2,061 ▲94 2,705 5,906

（前年比） （76.7%） （103.7%） （▲28.9%） （88.7%） （84.7%）

（営業利益率） （8.6%） （13.6%） （▲0.8%） （16.7%） （10.2%）

25/5

通期

（単位：百万円）

四半期決算の推移（連結）

＜四半期決算の推移（連結）＞

四半期決算の推移につきましては、資料記載のとおりです。

第１四半期は気温の高い日が多く、

機能性素材を使用したアイテムを中心に夏物が好調に推移しました。

また、夏の長期化を見込み、在庫の充実を図ったことで売上高は伸長しました。

第２四半期は残暑を想定し、晩夏商品を充実したことで販売は好調となりました。

一方、秋冬物は気温の低下が遅れたことで動き出しが遅れました。

第３四半期は、冬物販売は概ね順調に推移しましたが、

２月の寒さや雪の影響が春物の動き出しに影響しました。

第４四半期は、前年に比べ４月・５月と気温が上がらず、

気温の高い日が続いた前年の反動もあって春物・初夏物の動きが鈍く、苦戦しました。
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(億円) (億円)(店)

売上高・店舗数の推移 利益の推移

2025年５月期 決算概要（連結業績推移）

453 476 
548 565 577 

873 871 871 876 872 
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＜2025年５月決算概要（連結業績推移）＞

売上高・店舗数の推移、利益の推移は、ご覧のとおりです。
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１Ｑ ２Ｑ 上期 ３Ｑ ４Ｑ 下期
（6～8月） （9～11月） （6～11月） （12～2月） （3～5月） （12～5月）

出 店 1 10 11 1 6 7 18

退 店 4 1 5 13 4 17 22

改 装 11 9 20 8 8 16 36

872

25/5

通期

2025年５月末店舗数

店舗数と出退店の状況

＜店舗数と出退店の状況＞

第47期は、

出店計画30店舗に対しまして18店舗、

退店計画20店舗に対しまして22店舗となり、

期首876店舗から４店舗減少して、期末時点で872店舗となりました。

出店計画が未達となった要因としましては、

出店依頼は多数あったものの、

収益の見込みなど、各種条件の精査を慎重に行った結果、計画は未達となりました。

既存店は、引き続き好立地への移動や、増床を積極的に実施し、

売上の底上げを図りました。
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客数・客単価

（前期比％）

22/5 23/5 24/5 25/5

売 上 104.7 113.9 103.5 102.6

客 数 98.6 102.6 97.8 96.4

客 単 価 106.2 111.0 105.8 106.4

Ⅰ 単 価 105.1 112.6 107.4 107.6

一人あ たり 買上 点数 101.1 98.6 98.5 98.9

売 上 105.0 113.1 102.8 101.5

客 数 99.0 102.0 97.2 95.4

客 単 価 106.1 110.8 105.8 106.3

Ⅰ 単 価 104.9 112.3 107.2 107.3

一人あ たり 買上 点数 101.2 98.7 98.7 99.1

既 存 店

直 営 店

＜客数・客単価＞

直営店、既存店における客数、客単価等の推移につきましては、ご覧のとおりです。

既存店におきましては、

客数は前期比95.4％となり、

I単価が前期比107.3％、一人当たりの買上点数が前期比99.1％となったことで

既存店売上高は、前期比101.5％となりました。
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ブランド別売上高

（単位：百万円）

売上高 構成比 売上高 構成比 前期比

グ ラ シ ア 17,985 32.0% 18,249 31.6% 101.5%

シ ネ マ ク ラ ブ 16,728 29.7% 16,588 28.7% 99.2%

コ ル ザ 14,371 25.6% 14,013 24.3% 97.5%

雑 貨 6,717 11.9% 7,383 12.8% 109.9%

そ の 他 436 0.8% 1,494 2.6% 342.6%

合 計 56,239 100.0% 57,729 100.0% 102.6%

24/5 25/5

（注）「その他」には「グラシア ルッソ」の売上高１,１８４百万円が含まれております。

＜ブランド別売上高＞

ブランド別の売上高の状況は、ご覧のとおりです。

グラシアにつきましては、前期比増収となりました。

年間を通してブラウス・シャツ、パンツが好調となり、

通勤向け商品展開では接触冷感、イージーケアなど

機能素材を使用した商品が売上に貢献しました。

シネマクラブ・コルザにつきましては、前期比減収となりました。

年間を通してブラウス・シャツは販売が好調であったものの、

秋冬物ニット商品、ジャケット・アウターの定番商品の値上げ幅が高く苦戦しました。

雑貨につきましては、気温変化に左右されることなく、年間を通して好調に推移しました。

特に構成比の高いバッグが、通勤向けや学生向け、推し活商品など

バリエーションを豊富に展開したことで売上を牽引したほか、

シューズも幅広いシーンに向けた品揃えを充実したことで売上が伸長しました。

下着やソックス、ルームウェアなどの生活必需品も継続して好調に推移し、

安定した売上となりました。

グラシア ルッソにつきましては、「その他」におおよそ11億円の売上高が含まれております。
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（注）店舗費は広告宣伝費や水道光熱費等も含めた管理上の数値を記載しております。

販管費対売上高構成比（連結）

（単位：％）

21/5 22/5 23/5 24/5 25/5

人 件 費 21.6 20.7 19.6 20.3 20.3

店 舗 費 21.3 20.7 19.3 19.2 19.5

減 価 償 却 費 1.9 2.0 1.9 1.8 2.1

そ の 他 6.0 6.4 6.1 6.7 7.1

販 管 費 計 50.8 49.8 46.9 48.0 49.0

＜販管費対売上高構成比（連結）＞

販管費の売上高に対する構成比は、ご覧のとおりです。

販管費率につきましては、

前期48.0％から1.0ポイント増加し、49.0％となりました。

販管費は、計画どおりに進捗しましたが、

売上計画が未達となったことが要因です。

人件費につきましては、

前期比102.0％の117億５百万円となりました。

主に給与手当のベースアップ等によるものです。

店舗費につきましては、

前期比103.5％の112億37百万円となりました。

主に売上増加に伴う店舗使用料や

販促活動に伴うWEB広告費用などの広告宣伝費が増加したことによるものです。

減価償却費につきましては、

主に物流センターのEC棟増築工事に伴い増加しました。

その他につきましては、

前期比109.3％の40億84百万円となりました。

主に売上増加に伴うEC商品の発送費用や

キャッシュレス決済の利用増加による販売手数料などの手数料等が増加しました。
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貸借対照表（連結）

構成比 構成比 前期比

30,659 58.0% 30,789 58.1% 100.4%
現 金 及 び 預 金 12,863 24.3% 13,355 25.2% 103.8%
棚 卸 資 産 10,745 20.3% 10,849 20.5% 101.0%

22,179 42.0% 22,208 41.9% 100.1%
有 形 固 定 資 産 13,575 25.7% 13,175 24.8% 97.1%
無 形 固 定 資 産 273 0.5% 245 0.5% 89.6%
投資その他の資産 8,329 15.8% 8,787 16.6% 105.5%

52,839 100.0% 52,997 100.0% 100.3%
5,137 9.7% 5,218 9.8% 101.6%
2,901 5.5% 3,072 5.8% 105.9%

44,799 84.8% 44,706 84.4% 99.8%
株 主 資 本 43,765 82.8% 45,980 86.8% 105.1%
 その他の包括利益累計額 1,034 2.0% ▲1,274 ▲2.4% -%

流 動 負 債

純 資 産

24/5 25/5

流 動 資 産

固 定 資 産

総 資 産

固 定 負 債

 流 動 比 率 ：24/5期 ５９６.７％ ⇒  25/5期 ５９０.０％

 自己資本比率 ：24/5期 ８４.８％ ⇒  25/5期 ８４.４％

（単位：百万円）

＜貸借対照表（連結）＞
連結貸借対照表の概要につきましては、ご覧のとおりです。

総資産につきましては、

前期末から１億58百万円増加し、529億97百万円となりました。

これは主に、現金及び預金が４億92百万円、売掛金が６億62百万円、

棚卸資産が１億３百万円、

物流センターEC棟増築等にかかる建物及び構築物が12億61百万円、

繰延税金資産が３億56百万円それぞれ増加し、

為替予約が11億70百万円、建設仮勘定が16億70百万円

それぞれ減少したこと等によるものです。

2025年５月末時点におきましては、

現金及び預金は、前期末から４億92百万円増加し、133億55百万円となりました。

棚卸資産につきましては、前期末から１億３百万円増加し、108億49百万円となりました。

在庫水準としましては、適正な水準となっております。

負債につきましては、

前期末から、２億51百万円増加して82億90百万円となりました。

これは主に、買掛金が２億70百万円、資産除去債務が２億54百万円それぞれ増加し、

契約負債が２億18百万円減少したこと等によるものです。

純資産につきましては、

前期末から92百万円減少して447億６百万円となりました。

これは主に、利益剰余金が21億99百万円増加し、

繰延ヘッジ損益が８億16百万円、為替換算調整勘定が16億９百万円

それぞれ減少したこと等によるものです。

自己資本比率、流動比率につきましては、資料記載のとおり

引き続き財務の健全性を維持し、運転資金等の資金流動性は十分に確保しております。
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キャッシュ・フロー計算書(連結)

営業活動 ： 棚卸資産の減少、税金等調整前当期純利益の減少等

投資活動 ： 有形固定資産の取得等

24/5

増減額

営 業 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 2,133 4,918 2,785

投 資 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー ▲4,203 ▲2,264 1,939

財 務 活 動 に よ る キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー ▲1,533 ▲1,532 71

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 ▲3,496 492 3,989

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 首 残 高 16,359 12,863 ▲3,496

現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 期 末 残 高 12,863 13,355 492

25/5

（単位：百万円）

＜キャッシュ・フロー計算書（連結）＞

各キャッシュ・フローの概況です。

営業活動の結果、得られた資金は、

前期比130.5％増の49億18百万円となりました。

これは、主に税金等調整前当期純利益が56億62百万円、

減価償却費が13億36百万円生じた一方、

法人税等の支払額19億50百万円、

売上債権の増加６億62百万円により、

資金が減少したことによるものです。

投資活動の結果、使用した資金は、

前期比46.1％減の22億64百万円となりました。

これは、主に新規出店および改装のほか、

物流センターEC棟増築に伴う有形固定資産の取得として

19億91百万円を支出したことによるものです。

財務活動の結果、使用した資金は、

前期並みの15億32百万円となりました。

これは、配当金15億32百万円の支出によるものです。
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生産国別仕入状況（洋服のみ）

38.2%
44.4% 45.4% 49.7% 49.3%

31.6%
26.9% 27.4%

27.0% 28.9%

13.8% 10.8% 10.2%
10.8% 9.3%

8.3% 7.9% 9.0%
9.5% 7.2%

7.4% 9.4% 7.1% 2.1% 4.7%
0.7% 0.6% 0.9% 0.9% 0.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

21/5 22/5 23/5 24/5 25/5

ミャンマー バングラデシュ カンボジア ベトナム 中国 その他(ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ･ｲﾝﾄﾞ･日本)

＜生産国別仕入状況（洋服のみ）＞

生産国別の仕入状況は、ご覧のとおりです。

引き続き高いアセアン生産比率を維持しており、

適時・適切な生産国・サプライヤーに発注を行っております。

実績としましては、

自社工場を含むミャンマー全体からの仕入構成比は49.3％となりました。

ミャンマー事業につきましては、第３工場が稼働開始し、

引き続き安定的な生産と商品供給を行いました。

その他、バングラデシュ28.9％、カンボジア9.3％、ベトナム7.2％、中国4.7％となりました。

委託先の生産国や協力工場の稼動、生産体制に問題はなく、

引き続き、適時適切な生産国・サプライヤーへ発注していく方針です。

■仕入構成比（洋服） 単位：％

※ ミャンマーはHGIが含まれております。

※ HGI：ミャンマー子会社（Honeys Garment Industry）

その他中国ベトナムカンボジアバングラデシュHGIのみミャンマー通期
0.64.77.29.328.923.649.347期
0.92.19.510.827.023.649.746期

▲0.3+2.6▲2.3▲1.5+1.9±0.0▲0.4増減
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売上総利益率と自社企画比率の推移

（注）自社企画比率（海外生産）は、概算ベースで記載しております。

59.1%
60.3%

60.9%
60.3%

59.2%

92.6% 90.6% 92.9%
97.9%

95.3%

97.2% 95.3% 96.6% 97.6% 96.3%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

50%

55%

60%

65%

21/5 22/5 23/5 24/5 25/5

売上総利益率（左軸） アセアン生産比率(右軸） 自社企画比率（右軸）

＜売上総利益率と自社企画比率の推移＞

売上総利益率と自社企画比率の推移につきましては、ご覧のとおりです。
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2026年５月期方針と業績見通し
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■方針

2026年５月期の方針

１. 商品価格の据え置き（一部商品については値下げ）を実施予定

２. ミャンマー自社工場（第３工場）のフル稼働
 前期平均４,５７７名から今期５,８００名（フル稼働）体制へ

３. 出退店計画
 新規出店２０店舗、退店２０店舗、改装３０店舗

■業績見通しの前提

 雇用・所得環境の改善等により景気は緩やかな回復が続くと期待されるものの、
継続的な物価上昇による消費者の節約志向の高まりが個人消費を下押しする
影響

 商品価格は据え置き（一部商品については値下げ）、客数の拡大・買上点数の
改善

＜2026年５月期の方針＞

2026年５月期の主な取り組みにつきましては、ご覧のとおりです。

当社グループは、2028年５月期を最終年度とする３ヵ年の中期経営計画を

新たに策定いたしました。

その詳細については、後ほど社長の江尻からご説明いたします。

今期出退店の計画につきましては、

出店20店舗、退店20店舗を見込み、

引き続きスクラップ＆ビルドを継続してまいります。

改装は30店舗程度を見込み、

引き続き好立地への移動や、増床など積極的に実施して

売上の底上げを図ってまいります。

今期業績見通しの前提につきましては、ご覧のとおりです。

継続的な物価上昇により、消費者の節約志向の高まりが、

個人消費を下押しする影響を踏まえております。

また、今期は商品価格を据え置き、

客数の拡大や一人当たりの買い上げ点数の改善に努めてまいります。
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2026年５月期 業績見通し

■売上高

 ５９０億円（前期比１０２.３％）
既存店売上高 前期比１０２.３％（上期１００.８％ 下期１０３.８％）
新規出店、既存店改装による底上げ継続

 ＥＣ売上高７８億円（前期比１１１.３％）、ＥＣ化率１３.２％（前期比＋１.１％ｐ）

■売上総利益

 ３５１億円（前期比１０２.８％）
売上総利益率５９.５％（前期比＋０.３％ｐ）
為替予約により仕入コスト（為替影響）を安定化

＜2026年５月期 業績見通し＞

今期業績の見通しです。

売上高につきましては、前期比102.3％の590億円と増収を見込みます。

また、EC売上高につきましては、前期比111.3％の売上高78億円を見込み、

EC化率は、前期12.1％から1.1％ポイント増の13.2％を目指してまいります。

既存店売上高は、前期比で102.3％を見込みます。

売上総利益につきましては、

前期比102.8％の351億円を見込みます。

売上総利益率につきましては、

為替予約により、仕入コストの安定化を図り

通期59.5％を見込んでおります。

なお、年間想定レートは1米ドル当たり145-150円を想定しております。
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2026年５月期 業績見通し

■販管費

 ２８９億円（前期比１０２.３％）
主に人件費、店舗使用料、広告宣伝費、販売手数料の増加を見込む

■利益

 営業利益６２億円（前期比１０５.０％）
上期は前期並み、下期は改善を見込む

 経常利益６２億円（前期比１０３.５％）
上期は前期並み、下期は改善を見込む

 親会社株主に帰属する当期純利益４０億円（前期比１０７.２％）
前期比増益を目指す

＜2026年５月期 業績見通し＞

販管費につきましては、

前期比102.3％の289億円を見込み、

人件費や売上増加に伴う店舗使用料のほか、

広告宣伝費、販売手数料などの増加を見込んでおります。

営業利益、経常利益につきましては、

上期は前期並み、下期は前期からの改善を見込んでおり、

通期では前期比増益を見込みます。

以上の結果、親会社株主に帰属する当期純利益は

前期比で増益を見込んでおります。
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2026年５月期 業績予想（連結）

（単位：百万円）

※年間配当は1株当たり５５円（中間配当２５円、期末配当３０円）を予定しております。

（注）特別損失として、固定資産除却損７０百万円、減損損失１２０百万円等、計１９４百万円を見込んでおります。

25/5 26/5 前期比 25/5 26/5 前期比 25/5 26/5 増減 前期比

売 上 高 29,488 29,600 100.4% 28,212 29,400 104.2% 57,701 59,000 1,298 102.3%

売 上 総 利益 17,349 17,600 101.4% 16,801 17,500 104.2% 34,150 35,100 949 102.8%

販 管 費 14,053 14,400 102.5% 14,190 14,500 102.2% 28,244 28,900 655 102.3%

営 業 利 益 3,295 3,200 97.1% 2,610 3,000 114.9% 5,906 6,200 293 105.0%

経 常 利 益 3,327 3,200 96.2% 2,662 3,000 112.7% 5,989 6,200 210 103.5%

親会社株主に帰属する

当 期 純 利 益 2,080 2,100 101.0% 1,652 1,900 115.0% 3,732 4,000 267 107.2%

上期予想 下期予想 通期予想

なお、前回の年間配当は1株当たり５５円となっております。

＜2026年５月期 業績予想（連結）＞

2026年５月期の業績予想につきましては、ご覧のとおりです。

主な見通し要因につきましては、前述ご説明のとおりとなり、

前期比で増収増益の達成に向けて努めてまいります。

続いて、株主還元です。

2026年５月期の配当については、

中間配当は25円、期末配当は30円の年間配当55円を予想いたします。

今後の方針の詳細については、後ほど社長の江尻からご説明いたします。
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22/5 23/5 24/5 25/5 26/5

＜売上高・営業利益・経常利益の推移（連結）＞

売上高、営業利益・経常利益の推移は、ご覧のとおりです。
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2026年５月期 設備投資計画

26/5(予想)25/5

前期比構成比構成比

61.6%93.1%1,35080.0%2,190日 本 セ ク タ ー

18.2%6.9%10020.0%548ミャンマー子会社

52.9%100.0%1,450100.0%2,738合 計

104.7%－1,400－1,336減 価 償 却 費

（単位：百万円）

＜2026年５月期設備投資計画＞

設備投資計画については、ご覧のとおりです。

日本セクターにつきましては、

新規出店20店舗、改装30店舗にかかるもののほか、

熱中症対策の一つとして、

物流センター既存建物への遮熱工事を進めております。

また、基幹システムの更新に向けた投資のほか、

在庫コントロールの精度向上へ向けたシステム投資などを含め、

今期は14億円程度を見込みます。
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業績予想の適切な利用に関する説明

本資料に記載されている株式会社ハニーズホールディングスの将来に関する見通

しは、過去の事実ではないために不確定になるリスク要因を含んでおります。

従って、実際の結果は様々な要因によって見通しと大きく異なる可能性がありうると

いうことをご了承ください。

本資料についてのご注意

その他留意事項

資料内数値は百万円未満切捨て表示し、百分率は元データから算出しております。
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コンセプト・年代ブランド

■大人の女性のためのおしゃれ着ブランド
《メインターゲット 25歳～45歳》

きれいめ大人カジュアルから、かっちり系まで大人の女性に向けた着まわしやすさと
質感を重視して提供します。

グラシア(GL)

大人系（36.8％）

■普段着からお出掛け着まで様々な用途にお応えするノンエイジブランド

シーズンを通して定番的に着ることができるコーディネイトに必須のベーシック商品を、
クオリティにこだわった安心感ある素材で、幅広い年代向けに提供します。

シネマクラブ(CC)

ベーシック（33.7％）

■流行に遊び心を加えたヤングカジュアルブランド
《メインターゲット 15歳～30歳》

ファッショントレンドを大事にする女性のためのブランド。
流行に敏感な女性にも対応できる商品を取り揃えます。

コルザ(CZ)

ヤング系（29.5％）

（ご参考）ブランドコンセプト
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（ご参考）ブランドコンセプト

コンセプト・年代ブランド

■いつでも、いつまでもオシャレを楽しめるハニーズの大人ブランド

働く女性に訪れる様々なライフシーン。どんなときでもここち良く過ごせるような
こだわりの商品を提供。お仕事や子育てなど、日々多忙な暮らしの中から出る
悩みを解消し【こんな服が欲しかった】を叶えます。

グラシアルッソ
(Glu)
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（ご参考）ブランド紹介

8分袖シアーテーラードジャケット
・・・・・ 3,980円

前後２Wayタンクトップ・・・・・・・・980円

ボリューム袖Tシャツ・・・・・・・1,480円
デニムナロースカート・・・・・・ 2,680円
編み柄入りカゴバッグ・・・・・・2,980円

レース切替ゲームゆるTシャツ
・・・・・1,980円

ティアードミニスカート・・・・・・2,980円

大人の女性のためのおしゃれ着ブランド 様々な用途にお応えするノンエイジブランド
流行に遊び心を加えた

ヤングカジュアルブランド

ＧＬＡＣＩＥＲ ＣＩＮＥＭＡ ＣＬＵＢ ＣＯＬＺＡ
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（ご参考）ブランド紹介

フロントレースブラウス・・・・・3,980円
クロップドパンツ・・・・・・・・・・ 4,980円
リップケース付配色バッグ・・4,980円

タック使いブラウス・・・・・・・3,980円
クロップドパンツ・・・・・・・・・4,980円

ＧＬＡＣＩＥＲ ｌｕｓｓｏ

いつでも、いつまでもオシャレを楽しめるハニーズの大人ブランド
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262 (-2)

北海道

石川 青森 岩手
8 9 12

山口 島根 鳥取 京都 福井 秋田 宮城
12 4 4 23 5 11 18

(-1) (-1) (-3)

広島 岡山 兵庫 滋賀 富山 新潟 山形 福島
19 11 47 11 7 23 11 16
(1) (-2) (1)

長崎 福岡 大阪 岐阜 長野 群馬 栃木 茨城
6 30 62 10 19 11 17 21

(-2) (2) (-1) (-1)

佐賀 大分 愛媛 香川 奈良 愛知 山梨 埼玉 東京
5 8 7 8 11 51 6 53

(1) (-1) (±0) (3) (±0)

熊本 宮崎 高知 徳島 和歌山 三重 静岡 神奈川 千葉
11 6 6 4 8 14 20 54 42
(1) (-1) (1) (1) (-1) (1) (-1)

鹿児島
10

沖縄
16

64

41

(-1)

（店）

872 (-4)計

25年5月末現在

92 (±0)九州

25 (-2)四国

50 (+1)中国

162 (+1)近畿

163 (+1)北陸・中部

関東

77 (-3)東北

41 (－)北海道

店舗数地域

（ご参考）店舗網（国内）

（注）括弧内は24年5月末からの増減数

18店舗出店、22店舗退店 「純減4店舗」
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（ご参考）最近の店舗紹介

ハニーズ アトレ亀戸店(東京都)ハニーズ ららぽーと安城店(愛知県)
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（ご参考）最近の店舗紹介

ハニーズ エミテラス所沢店(埼玉県) グラシア ルッソ ホワイティうめだ店(大阪府)


